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令和3年5月21日（金）
会場／名古屋文理大学文化フォーラム  中ホール
参加者／15名

第46回 通常総会開催

公益社団法人一宮法人会第46回通常総会が5月21日（金）名古

屋文理大学文化フォーラム 中ホールにおいて、会長、副会長、専務

理事、常任理事、監事15名の参加により縮小して開催された。

当日は緊急事態宣言下であることから来賓の方々にはご臨席を

ご遠慮いただいた。通常総会は森会長のあいさつに続き、総会議事

に入り、議事録署名人の選任があり、令和2年度収支決算並びに監

査報告があり、いずれも承認可決された。

次に、今年は役員の改選期にあたり、永年にわたり会の発展にご

尽力を賜った森会長が勇退され、理事51名と監事3名も承認され

た。また、議事に続いて報告事項として令和2年度の事業報告と令

和3年度事業計画並びに収支予算の説明がなされた。

顕彰では、新規増強会員数の目標を達成した西成支部と祖父江支部が披露され、感謝状贈呈では、退任役員功

労者3名が披露され、当日出席の三島氏に感謝状が森会長から贈呈された。また、一宮税務署長感謝状贈呈者並

びに名古屋国税局長感謝状贈呈者が披露され、森会長に対し豊島副会長より愛知県法人会連合会会長感謝状が贈

呈された。議事終了後、大日向一宮税務署長から頂戴した祝辞を小柳専務理事が代読した。最後に、森会長が退

任のあいさつを述べられ、五藤女性部会長より花束の贈呈が行われ、総会は終了した。

なお、総会後の書面決議による理事会において、代表理事（会長）、業務執行理事（副会長、専務理事、常任理事）

の選任が行われ、豊島半七理事が新会長に就任された。

通常総会の開催にあたりまして、一言ご挨拶申し

上げます。

会員の皆様方には、日頃より本会の事業にご理解

並びにご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

本年の総会は、開催に向けて準備を進めてきたと

ころですが、5月12日の新型コロナウイルス感染症

による緊急事態宣言の発令に伴い、急な決定ではご

ざいますが、感染症対応のため、会員の皆様には出来

る限り事前の委任状提出をお願いし、出席者を最小

限にする形での開催とさせていただきました。お詫

び申し上げますとともにご理解を賜ればと存じます。

さて、これまで全国的に新型コロナウイルス感染

症により、社会経済活動の自粛・制限など、各方面に

わたり大きな影響があり、今もなお続いている状況

にあります。

一方、各職場においてはテレワークやリモート会

議など、働き方そのものにも大きな変化が見られま

した。

このような状況の中、皆様方におかれましては、

事業活動において大変ご苦労が多かったものと推察

いたします。　　

一宮法人会においても、昨年度は緊急事態宣言や

行動の自粛制限に伴い、4月の総会前理事会では書

面による理事会の実施や、5月の通常総会では限ら

れた人数での開催となるなど、事業活動を自粛せざ

るを得ない状況が続きました。幸いにも税務研修会、

各種セミナー及び文化講演会等については、十分な

感染症防止対策の下で、概ね予定通りに実施するこ

とができました。今後も今しばらくは感染症防止対

策を講じた事業活動を続けることになりますので、

ご理解をいただきますようお願い申し上げます。

令和３年度におきましては、昨年度同様、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大による影響は避け

られない状況ではありますが、感染症防止のための

様々な工夫を凝らしながら、可能な範囲で社会貢献

事業や親睦事業を実施する計画でおります。

また、本年は、法人会の福利厚生制度であります

「経営者大型総合保障制度」が創設されて、50年とい

う節目の年を迎えることができました。

これも会員の皆様方のご支援、ご協力の賜物と心

より感謝申し上げます。

これからも一層の福利厚生制度の充実を図ってま

いりますので、引続きよろしくお願い申し上げます。

本日の総会では、令和2年度収支決算報告並びに

役員選任のご審議をお願いするとともに、併せて令

和2年度の事業報告並びに令和3年度の事業計画、

収支予算につきましてご報告させていただきます。

審議事項につきましては、どうか皆様の慎重なご

審議をお願いいたします。

おわりにあたり、新型コロナウイルス感染症の収

束にはまだまだ時間がかかるとは思いますが、私ど

も一宮法人会は一丸となり、「今できること」に最大

限の努力をもって取り組んで参ります。皆様方のご

支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げますと

ともに、会員企業の皆様方の益々のご健勝と企業の

ご繁栄、そして感染症の一日も早い収束を心から祈

念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。
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令和３年度～令和４年度 役 員 名 簿　　○印新任役員

令和 3 年 5 月 21 日  （順不同・敬称略）

役　職 　名 氏　   　名 法   　人   　名 備　考

会　　　　　長 豊　　島　　半　　七 豊 島 ㈱ 非常勤

副
会
長

則　　竹　　伸　　也 共 和 食 品 工 業 ㈱ 非常勤

向　山　支　部　長 榊　　 原　　　　　 讓 榊 原 建 設 ㈱ 非常勤

滝　　　　 幹　 夫 ㈱ 滝 善 非常勤

児　　島　　秀　　光 ㈱ 秀 興 組 非常勤

常
任
理
事

事　業　委　員　長 金　　森　　和　　広 ㈱ カ ナ ッ ク ス 非常勤

女　性　部　会　長 五　　藤　　達　　代 大 蔵 通 商 ㈱ 非常勤

広　報　委　員　長 加　　 藤　　　　　 豪 ㈲ 藤 市 殖 産 非常勤

総　務　委　員　長 小　　島　　洋　　一 ㈱ 愛 和 産 業 非常勤

○ 森　　　　 俊　 輔 モ リ リ ン ㈱ 非常勤

専　　務　　理　　事 小　　 柳　　　　　 宏 （ 公 社 ） 一 宮 法 人 会 常　勤

理

事

大　志　支　部　長 木　 全　 義　 信 ㈱ カ ー サ 伊 太 利 屋 非常勤

本　町　支　部　長 木　　 村　　　　　 実 ㈱ 木 村 硝 子 店 非常勤

　栄　　支　部　長 大　　鹿　　晃　　裕 大 鹿 ㈱ 非常勤

神　山　支　部　長 永　　田　　忠　　義 永 田 ㈱ 非常勤

宮　西　支　部　長 森　　 　　 俊 一 郎 モ リ 印 刷 ㈱ 非常勤

貴　船　支　部　長 森　　　　　 幹　　 昇 ㈾ ヒ ロ ミ 写 真 機 店 非常勤

富　士　支　部　長 大　　崎　　政　　雄 大 崎 機 工 ㈱ 非常勤

大　江　支　部　長 金　　子　　正　　三 ㈱ 一 宮 看 板 店 非常勤

せんい　支　部　長 佐 々 木　　久　　直 サ サ キ セ ル ム ㈱ 非常勤

丹　陽　支　部　長 植　　田　　常　　幸 永 興 物 産 ㈱ 非常勤

　奥　　支　部　長 時　　 田　　 典　　 幸 時 田 毛 織 ㈱ 非常勤

萩　原　支　部　長 花　　木　　達　　美 花 正 建 設 ㈱ 非常勤

今伊勢　支　部　長 佐　　藤　　純　　史 金 銀 花 酒 造 ㈱ 非常勤

大　和　支　部　長 神　　戸　　孝　　行 神 戸 産 業 ㈱ 非常勤

葉　栗　支　部　長 左　　合　　輝　　行 丸 左 撚 糸 ㈱ 非常勤

役　職　 名 氏　   　名 法   　人   　名 備　考

理

事

浅　井　支　部　長 伊　　藤　　裕　　彦 ㈲ ラ ム ダ 非常勤

西　成　支　部　長 長 谷 川　　正　  己 ㈱ 東 海 パ ン 非常勤

千　秋　支　部　長 平　　松　　誠　　治 丸 松 織 布 ㈱ 非常勤

　起　　支　部　長 ○ 柴　　田　　裕　　一 ㈱ 柴 田 電 機 非常勤

大　徳　支　部　長 近　　藤　　米　　一 ㈴ 近 藤 商 店 非常勤

三　条　支　部　長 吉　　田　　達　　弘 ㈱ 吉 田 組 非常勤

開　明　支　部　長 野　　田　　邦　　彦 ㈱ノダックスコーポレーション 非常勤

厚生委員長・小信中島支部長 山　　田　　一　　仁 ㈱ 山 田 家 具 非常勤

朝　日　支　部　長 坂　　井　　俊　　夫 ㈱ 坂 井 工 業 所 非常勤

稲　沢　支　部　長 森　　　　　 清　　 次 岩 本 製 菓 ㈱ 非常勤

木曽川　支　部　長 矢　　野　　尚　　彦 ㈱ 中 工 非常勤

北　方　支　部　長 高　　橋　　裕　　之 曽 根 建 設 ㈱ 非常勤

祖父江　支　部　長 吉　　川　　貴　　祥 美 吉 建 設 ㈱ 非常勤

平　和　支　部　長 石　　井　　善　　博 ㈱ミヤケライフエージェンシー 非常勤

税　制　委　員　長 塚　　本　　雅　　弘 ㈱ 塚 本 印 刷 非常勤

組　織　委　員　長 青　　木　　俊　　憲 ㈱ シ ー エ ー シ 非常勤

青　年　部　会　長 ○ 土　 川　 正　 夫 ㈱ 土 川 油 店 非常勤

税 務 経 理 研 究 部 会
副 部 会 長 光　 松　 裕　 起 中 部 抵 抗 器 ㈱ 非常勤

杁　　本　　　　　明 い ち い 信 用 金 庫 非常勤

○ 内　 藤　 久　 嗣 尾 西 信 用 金 庫 非常勤

稲沢支部　副支部長 久　　納　　英　　治 丸 徳 産 業 ㈱ 非常勤

厚生委員会副委員長 金　　森　　貴　　史 春 日 ゴ ム 工 業 ㈱ 非常勤

青年部会　相 談 役 佐　　々　　憲　　一 東 和 工 業 ㈱ 非常勤

青年部会　相 談 役 新 井 仁 志 ㈱ 森 の 木 ラ イ フ 非常勤

女性部会　副部会長 森　　　　　久　　江 ㈱ 森 熊 非常勤

監　　　　　　事

水　　 谷　　　　　 豊 ㈱ 水 谷 非常勤

永　　井　　伸　　治 ㈱ 永 井 水 道 設 備 非常勤

大　  塚　　え  い  子 ㈲ 指 英 商 店 非常勤
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1 　はじめに
　これまで一宮法人会は公益社団法人として「法人会の理念」に則り、国及び地域の発展に貢献する経営
者の団体として、多くの事業を行ってきました。
　当年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、法人会活動が制限を余儀なくされるなか、感染拡
大防止対策を講じて、可能な限りの事業活動に取組んできました。
　個別の事業としては、毎年税務署が主催で開催していた年末調整説明会がコロナウイルス感染症の拡大
を受けて全国的に開催が見送られたこと、また、本年の年末調整は例年と違い多くの改正事項があること
から、一宮法人会で初めての主催事業として年末調整説明会を一宮市と稲沢市の ２ 会場で開催しました。
　租税教室への講師派遣事業については、例年より開催規模が縮小されましたが、青年部会、女性部会、
税務経理研究部会などで実施できました。
　地域イベントにおける税金展や税金クイズについては、 5 会場での地域イベントがすべて開催中止と
なり、税の啓発活動は実施できませんでした。
　これらの事業については、今後も税務当局のご指導、ご支援をいただきながら引続き納税意識の高揚
を目指して実施していきたいと考えています。

２ 　組織関係について
　コロナ禍の厳しい社会情勢のなか、休廃業、業績不振などの理由により会員数の減少が続いています。
平成２８年度より新規会員の獲得をめざし報奨金制度を施行していますが、未だに会員の減少に歯止めが
かからず、令和 ２ 年度は入会31社に対し、退会が1２４社で９3社の減少となりました。

会員数（内 特別会員） 加入率
令和 ２ 年 3 月末 3,２34社（105社） 35.6%
令和 3 年 3 月末 3,141社（10２社） 34.8%

増 減 △93社（ 3 社） △0.8%

部会名 会員数（令和 3 年 3 月末）
青年部会 57名
女性部会 ８２名

税務経理研究部会 38名

3 　実施事業について
（ 1 ）税をめぐる諸環境の整備、改善等を図るための事業（公益 1 事業）

　イ　税知識の普及を目的とする事業
　当会の事業として定着している定例研修会は、年 3 回 ２ か所の会場で延べ ９ 回開催しました。
研修内容は「新型コロナウイルス感染症を踏まえた緊急経済対策における税制上の措置」や「適
格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）の概要」などのテーマについて解説を行うなど、
実務に役立つものを取り上げました。
　また、税務経理研究部会や支部においても研修会を引続き開催しているほか、一宮税務署のご
協力を得て、署長を始めとする税務署幹部の方々による講演会や税務研修会及び法人課税第六部
門源泉所得税担当官による年末調整説明会を実施しました。

　ロ　納税意識の高揚を目的とする事業
① 青年部会、女性部会ならびに税務経理研究部会などによる合同事業「租税教室講師派遣事業」

では感染症拡大防止に配慮しながら、２９名の講師を1２の小学校へ派遣し、36回の授業を実施し
ました。

② 平成２４年度から実施している女性部会主催の「税に関する絵はがきコンクール」は ９ 回目を
迎え、当年度はコロナ禍であるにもかかわらず、51の小学校から、２,４８7点の応募があり、今
までで一番多くの参加校数及び応募数となりました。また、２ 年振りに表彰式を開催しました。

③ 広報事業では、年 ２ 回、税務研修会等の記事を中心に掲載をして広報誌「つむぐ」を発行し
ました。今後も内容をより充実させ、税に対する意識高揚を図っていきます。

　　ハ　税制及び税務に関する調査並びに提言に関する事業
　税制委員会を中心として、税制に対する意見を集約し、法人会としての提言を国会議員や地
元の首長に手交してその実現を求める活動を行ってきました。

（ ２ ）地域経済の活性化と、健全な発展を図るための事業（公益 ２ 事業）
　　イ　地域経済の健全な発展を図るための事業

① 女性部会が「初心者向け Zoom の使い方」をテーマにしたセミナーを開催しました。
② 「ポストコロナ時代を戦い抜く与信管理対策」をテーマにした経営セミナーを開催しました。
③ 「With/After コロナを見据えた働き方対策」をテーマにした労務セミナーをコロナ禍の環境

を考慮し、初めての試みとしてオンラインセミナーの形式で開催しました。

　　ロ　地域社会への貢献を目的とする事業
　歴史学者の小和田哲男氏を招いての文化講演会を参加人員制限によるソーシャルディスタン
スの確保を行い、開催しました。

（ 3 ）会員の福利厚生に資する事業（収益事業）
　　イ　保険事業

　会員企業の経営者と従業員の保障・福利厚生を支援するため、全法連や愛知県連と連携を取
りながら各種保険制度等の普及促進に取り組み、企業リスクをサポートしました。

　　ロ　健康増進事業
　会員企業の役員、社員のための人間ドックや生活習慣病予防健診の斡旋を実施しました。

　　ハ　広告掲載事業
　会報誌を利用した広告については、従来通り提携先の保険会社を中心にしたものです。

（ ４ ）その他（相互扶助等）の事業（その他事業）
　会員の親睦を深めるために実施予定であったバス研修は、感染症拡大防止の観点から、参加
者の健康と安全を第一に考え、中止としました。

　今後もしばらくは感染症拡大防止対策を講じた事業活動を続けることになりますので、皆様にはご理
解を頂きますようよろしくお願いします。

　また、公益社団法人の目的として公益事業に重点が置かれますが、やはり会員あっての法人会であり、
限られた予算の中で会員の皆様に法人会の加入メリットを享受してもらえる活動に今後とも努めていき
ます。

つむぐ　一宮法人会報  155号4 つむぐ　一宮法人会報  155号 5

自　令和２年 4月 1日
至　令和3年3月31日令和２年度 事業報告
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（単位：円）

令和２年度  正味財産増減計算書内訳表

科        目
公益事業会計 収益事業会計

法人会計 合   計
公 1 公 2 共通 小計 収 1 他 1 小計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　 1 ．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 6,594 6,594
　　　　基本財産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 6,594 6,594
　　　特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 564 564
　　　　特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 564 564
　　　受取会費 0 0 1,496,900 1,496,900 0 0 0 13,47２,100 14,969,000
　　　　正会員受取会費 0 0 1,476,500 1,476,500 0 0 0 13,２88,500 14,765,000
　　　　特別会員受取会費 0 0 ２0,400 ２0,400 0 0 0 183,600 ２04,000
　　　事業収益 0 0 0 0 1,107,557 ２87,000 1,394,557 0 1,394,557
　　　　広報事業収益 0 0 0 0 170,000 0 170,000 0 170,000
　　　　福利厚生事業収益 0 0 0 0 648,771 0 648,771 0 648,771
　　　　会員親睦事業収益 0 0 0 0 0 ２87,000 ２87,000 0 ２87,000
　　　　簡易保険事業収益 0 0 0 0 ２88,786 0 ２88,786 0 ２88,786
　　　受取補助金等 0 0 ２4,155,600 ２4,155,600 0 335,789 335,789 ２,488,000 ２6,979,389
　　　　受取県連補助金 0 0 0 0 0 335,789 335,789 1,858,000 ２,193,789
　　　　受取全法連助成金 0 0 0 0 0 0 0 370,000 370,000
　　　　受取全法連助成金振替額 0 0 ２4,155,600 ２4,155,600 0 0 0 0 ２4,155,600
　　　　受取全法連補助金 0 0 0 0 0 0 0 ２60,000 ２60,000
　　　受取負担金 0 0 0 0 0 ２,076,000 ２,076,000 0 ２,076,000
　　　　青年部会受取負担金 0 0 0 0 0 663,000 663,000 0 663,000
　　　　女性部会受取負担金 0 0 0 0 0 ２43,000 ２43,000 0 ２43,000
　　　　税経部会受取負担金 0 0 0 0 0 1,170,000 1,170,000 0 1,170,000
　　　雑収益 ２8,990 91,２70 0 1２0,２60 0 77,500 77,500 469,885 667,645
　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 ２97 ２97
　　　　雑収益 ２8,990 91,２70 0 1２0,２60 0 77,500 77,500 469,588 667,348
　　　経常収益計 ２8,990 91,２70 ２5,65２,500 ２5,77２,760 1,107,557 ２,776,２89 3,883,846 16,437,143 46,093,749
　　⑵経常費用
　　　事業費 ２２,２２8,771 3,848,647 0 ２6,077,418 1,２88,918 ２,5２5,060 3,813,978 0 ２9,891,396
　　　　役員報酬 3,153,600 494,400 0 3,648,000 177,600 31２,000 489,600 0 4,137,600
　　　　給料手当 4,9２1,946 771,6２9 0 5,693,575 ２77,187 486,950 764,137 0 6,457,71２
　　　　退職給付費用 ２05,695 3２,２47 0 ２37,94２ 11,583 ２0,350 31,933 0 ２69,875
　　　　役員退職給付費用 105,1２0 16,480 0 1２1,600 5,9２0 10,400 16,3２0 0 137,9２0
　　　　福利厚生費 1,２99,194 ２03,678 0 1,50２,87２ 73,166 1２8,535 ２01,701 0 1,704,573
　　　　事務委託費 78,840 1２,360 0 91,２00 4,440 7,800 1２,２40 0 103,440
　　　　会議費 ２4２,537 66,739 0 309,２76 7,611 6２9,07２ 636,683 0 945,959
　　　　旅費交通費 344,36２ 64,7２1 0 409,083 16,733 36,505 53,２38 0 46２,3２1
　　　　通信運搬費 ２,1２7,065 391,054 0 ２,518,119 39,08２ 91,164 130,２46 0 ２,648,365
　　　　減価償却費 ２２9,4２9 35,968 0 ２65,397 1２,9２0 ２２,698 35,618 0 301,015
　　　　繰延資産償却費 3２,850 5,150 0 38,000 1,850 3,２50 5,100 0 43,100
　　　　消耗什器備品費 74,111 11,618 0 85,7２9 4,173 7,33２ 11,505 0 97,２34
　　　　消耗品費 717,837 84,418 0 80２,２55 ２8,２73 117,670 145,943 0 948,198
　　　　印刷製本費 ２,336,104 414,838 0 ２,750,94２ 114,２46 ２00,703 314,949 0 3,065,891
　　　　光熱水料費 165,7２6 ２5,981 0 191,707 9,333 16,395 ２5,7２8 0 ２17,435
　　　　賃借料 1,300,860 ２03,940 0 1,504,800 73,２60 1２8,700 ２01,960 0 1,706,760
　　　　保険料 7,２２7 1,133 0 8,360 407 715 1,1２２ 0 9,48２
　　　　諸謝金 44,548 407,000 0 451,548 0 0 0 0 451,548
　　　　租税公課 4,338 679 0 5,017 ２44 4２9 673 0 5,690
　　　　支払負担金 ２77,603 0 0 ２77,603 0 50,000 50,000 0 3２7,603
　　　　委託費 1２3,146 ２15,105 0 338,２51 6,935 1２,183 19,118 0 357,369
　　　　会場費 347,734 154,２60 0 501,994 4,２00 4,500 8,700 0 510,694
　　　　広告宣伝費 198,000 0 0 198,000 0 73,700 73,700 0 ２71,700
　　　　表彰費 159,000 0 0 159,000 3２0,000 4２,000 36２,000 0 5２1,000
　　　　リース料 955,２48 149,757 0 1,105,005 53,796 94,506 148,30２ 0 1,２53,307

科        目
公益事業会計 収益事業会計

法人会計 合   計
公 1 公 2 共通 小計 収 1 他 1 小計

　　　　事務所管理費 5２,036 8,157 0 60,193 ２,930 5,148 8,078 0 68,２71
　　　　支払手数料 88,536 54,995 0 143,531 35,005 8,２57 43,２6２ 0 186,793
　　　　新聞図書費 ２,584,615 17,195 0 ２,601,810 6,176 10,851 17,0２7 0 ２,618,837
　　　　雑費 51,464 5,145 0 56,609 1,848 3,２47 5,095 0 61,704
　　　管理費 0 0 0 0 0 0 0 5,076,494 5,076,494
　　　　役員報酬 0 0 0 0 0 0 0 66２,400 66２,400
　　　　給料手当 0 0 0 0 0 0 0 1,033,833 1,033,833
　　　　退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 43,２05 43,２05
　　　　役員退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 ２２,080 ２２,080
　　　　福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 ２7２,889 ２7２,889
　　　　事務委託費 0 0 0 0 0 0 0 16,560 16,560
　　　　会議費 0 0 0 0 0 0 0 ２２7,610 ２２7,610
　　　　旅費交通費 0 0 0 0 0 0 0 68,２04 68,２04
　　　　通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0 653,591 653,591
　　　　減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 48,190 48,190
　　　　繰延資産償却費 0 0 0 0 0 0 0 6,900 6,900
　　　　消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0 15,566 15,566
　　　　消耗品費 0 0 0 0 0 0 0 136,716 136,716
　　　　印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0 74２,419 74２,419
　　　　光熱水料費 0 0 0 0 0 0 0 34,809 34,809
　　　　賃借料 0 0 0 0 0 0 0 ２73,２40 ２73,２40
　　　　保険料 0 0 0 0 0 0 0 1,518 1,518
　　　　租税公課 0 0 0 0 0 0 0 910 910
　　　　諸会費 0 0 0 0 0 0 0 3２9,450 3２9,450
　　　　委託費 0 0 0 0 0 0 0 ２5,865 ２5,865
　　　　渉外慶弔費 0 0 0 0 0 0 0 6２,516 6２,516
　　　　リース料 0 0 0 0 0 0 0 ２00,645 ２00,645
　　　　事務所管理費 0 0 0 0 0 0 0 10,9２9 10,9２9
　　　　支払手数料 0 0 0 0 0 0 0 156,517 156,517
　　　　新聞図書費 0 0 0 0 0 0 0 ２3,038 ２3,038
　　　　雑費 0 0 0 0 0 0 0 6,894 6,894
　　　経常費用計 ２２,２２8,771 3,848,647 0 ２6,077,418 1,２88,918 ２,5２5,060 3,813,978 5,076,494 34,967,890
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △２２,199,781 △3,757,377 ２5,65２,500 △304,658 △181,361 ２51,２２9 69,868 11,360,649 11,1２5,859
　　　　評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　当期経常増減額 △２２,199,781 △3,757,377 ２5,65２,500 △304,658 △181,361 ２51,２２9 69,868 11,360,649 11,1２5,859
　 ２ ．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　　⑵経常外費用
　　　経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　　　　税引前当期一般正味財産増減額 △２２,199,781 △3,757,377 ２5,65２,500 △304,658 △181,361 ２51,２２9 69,868 11,360,649 11,1２5,859
　　　　法人税、住民税及び事業税 0 0 0 0 71,000 0 71,000 0 71,000
　　　　当期一般正味財産増減額 △２２,199,781 △3,757,377 ２5,65２,500 △304,658 △２5２,361 ２51,２２9 △ 1,13２ 11,360,649 11,054,859
　　　　一般正味財産期首残高 △151,930,895 △61,090,4２5 194,678,339 △18,34２,981 15,647,300 △6,016,530 9,630,770 109,01２,017 100,２99,806
　　　　一般正味財産期末残高 △174,130,676 △64,847,80２ ２２0,330,839 △18,647,639 15,394,939 △5,765,301 9,6２9,638 1２0,37２,666 111,354,665
Ⅱ 指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等 0 0 ２4,155,600 ２4,155,600 0 0 0 0 ２4,155,600
　　　　受取全法連助成金 0 0 ２4,155,600 ２4,155,600 0 0 0 0 ２4,155,600
　　　一般正味財産への振替額 0 0 △２4,155,600 △２4,155,600 0 0 0 0 △２4,155,600
　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △２4,155,600 △２4,155,600 0 0 0 0 △２4,155,600
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Ⅲ 基金増減の部
　　　　当期基金増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　　　　基金期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　　　　基金期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Ⅳ 正味財産期末残高 △174,130,676 △64,847,80２ ２２0,330,839 △18,647,639 15,394,939 △5,765,301 9,6２9,638 1２0,37２,666 111,354,665

自　令和２年 4月  1日
至　令和3年3月31日



サンファインウール㈱  三島 啓一 様

モリリン㈱　　森  克彦 様

新規増強会員数
目標達成支部

祖父江支部

西成支部

退任役員功労表彰

サンファインウール㈱ 三島 啓一 様

起織物㈱ 永田 秀郎 様

尾西信用金庫 森　 茂樹 様

一宮税務署長感謝状受彰

サンファインウール㈱ 三島 啓一 様

起織物㈱ 永田 秀郎 様

名古屋国税局長感謝状受彰

モリリン㈱ 森　 克彦 様

愛知県法人会連合会会長感謝状受彰

モリリン㈱ 森　 克彦 様
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公益社団法人　一宮法人会
　　　　　　　　　前会長

公益社団法人　一宮法人会
会長

森　克彦

豊島 半七

この度の通常総会の終了をもちまして、私の会長と
しての任期が終了いたしますので、この場をお借りし
まして、一言退任のご挨拶を申し上げたいと思います。

私は、平成23年５月19日の総会において、一宮法
人会会長を拝命し、早10年が経過しました。

振り返りますと、在任中に公益法人制度改革によ
り、平成２５年４月1日より一宮法人会が「社団法人」
から「公益社団法人」に移行するという重要な節目が
ありましたが、役員並びに会員の皆様のご理解、ご協
力により、円滑に移行することができました。

また、公益法人としてスタートした後は、その使命
を果たすべく、皆様と手探りの中、運営の見直しや新
しい事業の立ち上げ等に取り組んで参りました。公益
移行から8年が経過し、現在では公益法人として順調

この度、任期満了に伴う役員改選にあたり、去る令
和3年5月21日開催の第46回通常総会及び第30回理
事会にて選任され、会長に就任いたしました豊島株式
会社の豊島半七でございます。

前任の森会長におかれましては、一宮法人会の発展
に多大なる功績を挙げられたことに深く敬意を表すと
ともに、この大任をお受けすることとなり、たいへん
身の引締まる思いであります。甚だ微力ではあります
が、皆様方のお力をお借りしまして、会発展のために
精一杯努めてまいりたいと考えておりますので今後と
もよろしくお願い申し上げます。

さて、新型コロナウイルス感染症が確認されてから
1年半以上が経過しました。ようやく待ち焦がれたワ
クチン接種が進みつつありますが、感染力の強い変異
ウイルスの発生などにより、未だ収束の兆しが見えな
い現状が続いています。

このような状況下において、我々経営者は様々な情

な活動が出来ていること
を大変嬉しく思います。

改めまして、この長き
にわたり多くの役員の方
や会員の皆様方に支えられながら、会長職を務めさせ
ていただいたことを心より深く感謝申し上げます。

これで、後任の新会長に安心してバトンタッチさせ
ていただくことになりましたが、新会長を始めとする
役員各位並びに会員の皆様が一致団結して一宮法人
会の尚一層の発展に向けてご努力されますことをお
願い申し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

長い間、本当にお世話になり誠にありがとうござい
ました。

報を敏感にとらえ、刻一刻
と変化する局面に、迅速か
つ的確な判断を求められ
てきました。法人会においてもそれは例外ではなく、コ
ロナ禍の中で従来の事業内容や運営方法を一から見直
し、法人会が社会の中で果たすべき役割や意義等につ
き再考することとなりました。

今後も厳しい状況が続くことが予想されますが、私
どもは税務当局のご指導を仰ぎながら企業経営と地域
社会の健全な発展のため、税務知識の普及など、法人
会だからこそ必要とされる事業に積極的に取り組み、
社会的意義を高めてまいる所存です。

会員の皆様方、関係各位には、今後とも一層のご理
解とご支援をお願い申し上げます。

最後になりますが、会員の皆様方のご健勝と各企業
の益々のご発展を心から祈念いたしまして就任のご挨
拶とさせていただきます。

就任のご挨拶

会長退任のご挨拶
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　国税庁の使命は『納税者の自発的な納税義務の履

行を適正かつ円滑に実現する』ことです。そのために

も「信頼される税務行政」を念頭に、納税者サービス

の充実、e-Taxの利用拡大、租税教育の充実などに努

めるとともに、悪質な納税者には厳正に対処してい

きます。

　また、令和５年10月に導入される適格請求書等保

存方式（インボイス制度）について、事業者の方がイ

一宮署着任の抱負等はございますかQ2

　昭和55年4月に採用され、小牧税務署を振り出し

に、尾鷲税務署、昭和税務署、名古屋国税局査察部な

どに勤務いたしました。勤続４１年になりますが19

年間は国税局査察部に勤務しております。

　最近におきましては、

　平成26年　東京国税局 査察部　統括国税査察官

　平成28年　名古屋国税局 査察部　統括国税査察官

　平成29年　名古屋国税局 査察部　資料情報課長

　平成30年　藤枝税務署　署長

　令和 元 年　国税庁長官官房 名古屋派遣

　　　　　　 国税庁監察官

　令 和 2 年　名古屋国税局 査察部

　　　　　　 査察総括第一課長

を歴任し、本年７月から現職に就きました。

ご経歴についてお聞かせくださいQ1

『感謝の気持ち』

一宮税務署長インタビュー
ンボイス制度や消費税の仕組みを十分に理解し、適

格請求書発行事業者としての登録の要否を判断する

とともに、インボイス制度の下で自ら適正な申告・納

付ができるよう、制度の周知・広報、相談対応等の施

策に取り組んでいきます。

　座右の銘と言えるものはございませんが、「感謝の

気持ち」を大事にしたいと思っております。自分ひ

とりで生きているのではない、今、こうして働けて

いるのは家族のおかげ、先輩、同僚、後輩のおかげ、

そして、社会を支えている様々な人のおかげである、

という気持ちをもって日々を送りたいと思っていま

す。感謝の気持ちが行動に表れているのかといわれ

ると、下を向いてしまうところはありますが…。

座右の銘又は大切にされているお言葉や信条など、お聞かせくださいQ3

　体を動かすことが好きなので、サイクリング、山登

り、ドライブ、DIYなどを気が向いたらやっておりま

す。木曽川沿いのサイクリングロードは平坦で道幅

もあり、とても走りやすいコースで何度か走っており

ます。

　健康のため、好き嫌いはせず食べることを心掛けて

おります。

　お酒はあまり飲めません。

ご趣味や嗜好について、お聞かせくださいQ4

　公益社団法人一宮法人会におかれましては、税に

関する広報活動や各種研修会、講演会など、公益性の

高い社会貢献活動を活発に行い、税務行政のみなら

ず、企業及び地域社会の健全な発展に多大な貢献を

されています。

　特に昨今のコロナ禍においても、租税教室への多

数の講師派遣や絵はがきコンクールの実施など、今で

きることに積極的に取り組まれていると聞いており、

大変頼もしく感じております。

　今後も魅力あふれる事業活動を展開され、また税

務行政に対しご支援、ご協力を賜るようお願い申し上

げますとともに、貴会のますますのご発展と会員の皆

様のご健勝並びに企業のご繁栄を心から祈念申し上

げます。

一宮法人会及び活動に対して一言ご意見をくださいQ5
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　今回一宮署に着任し、前回勤務した12年前と比
べ、尾張一宮駅や稲沢駅周辺が大きく変わっている
ことに驚き、街や地域は常に変化しているというこ
とを実感しております。
　国税庁におきましても、本年4月に新たな「国税庁
の組織理念」を公表しました。
　我々の使命である「納税者の自発的な納税義務の

履行を適正かつ円滑に実現する。」を果たすため、経
済社会の変化や納税者のニーズに柔軟に対応し、申
告・納税の際の利便性の向上と納税者サービスの充
実に努めるとともに、適正かつ公平な賦課及び徴収
を実現するため、厳正かつ的確な調査・徴収に全力を
挙げて取り組んでいきたいと思います。

一宮署着任の抱負等はございますかQ2

　採用は、昭和61年4月です。
　沼津税務署を振り出しに、名古屋西税務署に勤務
したほか、名古屋国税局調査部などで勤務いたしま
した。
　最近におきましては、
平成28年　名古屋国税局　調査部
　　　　  　調査審理課　課長補佐

平成30年　四日市税務署　総務課長
令 和 元 年　名古屋西税務署　筆頭特別国税調査官
令 和 ２ 年　伊勢税務署　副署長
を経て、本年7月から現職に就きました。
　一宮税務署には、平成21年に1年間勤務しました
ので、今回が2度目の勤務となります。

ご経歴についてお聞かせくださいQ1

一宮税務署副署長インタビュー

　好きな言葉は「一所懸命」です。仕事では様々なこ
とが起こり、スムーズに進まない場合も多いですが、
その時に自分ができることを精一杯やれば、充実した
日々を過ごせるのではないかと思っています。
　「信条」としているものはありませんが、心掛けてい
ることは、相手の話をよく聴くことです。自分の思い

込みだけで判断しないように、相手や周りの人の意見
をよく聴いてから考えるようにしています。
　今後、一宮法人会の会員の皆様と交流させていただ
く機会があると思いますが、会員の皆様のご意見やご
要望も伺い、より良い税務行政を行うために取り組ん
でいきたいと思います。

座右の銘又は大切にされているお言葉や信条など、お聞かせくださいQ3

　趣味は特にありませんが、甘いものが好きで、前任
の伊勢には美味しい和菓子のお店が多かったので、有
名なお餅やういろ、羊羹などを食べ歩いていました。

　一宮でも美味しいお菓子のお店を探して楽しみたい
と思っています。

ご趣味や嗜好について、お聞かせくださいQ4

　一宮法人会の会員の皆様には、平素から税務行政に
対しまして深いご理解と多大なるご支援をいただいて
おり、心より感謝申し上げます。
　昨年度から続く新型コロナ禍の影響で会活動を実施
することが困難な状況にあり、残念ながら中止となっ
た事業もあると聞いております。
　こうした多くの制約がある中ですが、新年度におい

てもできる限り活動を継続するため、各事業の計画を
行っているとお聞きし大変心強く感じております。
　今後とも、皆様方と意見交換等を行い、良好な信頼
関係を深めてまいりたいと考えておりますので、税の
良き理解者として引き続きご協力をお願いいたしま
す。

一宮法人会及び活動に対して一言ご意見をくださいQ5
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 春の叙勲受章を祝う

旭日双光章
食料品加工業振興功労

旭日双光章
地方自治功労

磯貝 元伸 氏
カンツバキ新生産業有限会社
代表取締役

和田 彌一郎 氏
有限会社和田総合事務所
代表取締役

（敬称略・五十音順）

新任・留任関係係官の紹介

氏　名 新任役職 出身地 前任部署等 座右の銘（モットー等）

増村　正幸 副署長
（総務・個人・資産担当） 新潟県 （留任） 有言実行

迅速果断

山内　俊寛 総務課長 福井県 上野税務署
総務課長 七転び八起き

川島　賢治 筆頭特別国税調査官
（法人調査（法人税等）担当） 愛知県 （留任） 自琢

木田　隆典 特別国税調査官
（法人調査（法人税等）担当） 岐阜県 名古屋中税務署

情報技術専門官 ケ　セラ　セラ

吉田　貴子 法人課税第一部門
統括国税調査官 岐阜県 （留任） 雨垂石を穿つ

河田　康治 法人課税第二部門
統括国税調査官 愛知県

名古屋西税務署
法人課税第二部門
統括国税調査官

笑う門には福来る

尾崎　方俊 法人課税第三部門
統括国税調査官 愛知県 （留任） 明日は明日の風が吹く

西川　信吾 法人課税第四部門
統括国税調査官 岐阜県 （留任） 不撓不屈

尾崎　麻里 法人課税第五部門
統括国税調査官 愛知県

名古屋国税局　課税第一部
国税訟務官室
連絡調整官

初心忘るべからず

原　　信弘 法人課税第六部門
統括国税調査官 岐阜県 （留任） 知足

坂部　正義
連絡調整官
 （兼　法人課税第一部門
　総括上席国税調査官）

静岡県 名古屋東税務署
上席国税調査官 隗より始めよ

青山　和生
法人課税第一部門
上席国税調査官
 （審理担当）

愛知県 （留任） 誠実

髙木　　悟
法人課税第一部門
上席国税調査官 

（審理担当）
愛知県 （留任） 基本に忠実に

植田　常幸 永興物産 株式会社

佐藤　純史 金銀花酒造 株式会社

石井　善博 株式会社 ミヤケライフエージェンシー

伊藤　裕彦 有限会社 ラムダ

金森　貴史 春日ゴム工業 株式会社

金子　正三 株式会社 一宮看板店

野島　櫻子 医療法人 回精会

令和3年度 県連会長表彰

令和3年度 全法連功労者表彰
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本年度の文化講演会は、数々のテレビ番組にも出

演され、NHK 大河ドラマをはじめとする多くのドラ

マ・映画等で時代考証を担当されている静岡大学名

誉教授で歴史学者の小和田 哲男氏をお招きし、NHK

大河ドラマ「麒麟がくる」で話題の明智光秀の生涯や

その背景について考え、戦国武将たちのその時々の

先読みと決断を読み解き、戦国最大の謎「本能寺の

変」について考察していくものでした。

最初に、小和田氏の普段の仕事である時代考証に

ついて、歴代のNHK 大河ドラマにおけるエピソード

をお話しされました。時代考証的な視点から変更さ

れたものとして、「わしゃぁ絶対家族を守る。」という

ありそうなセリフから、実は「絶対」「家族」という言

葉は、幕末以降のもので戦国期になかったことや、直

江兼続（天地人）の時代は現代のイメージと違い、新

潟は米どころ・酒どころではなかったことなどをあげ

られました。

また、原作があり原作者が故人などの場合は変更

が難しく、一例として「功名が辻」において、夫・山内

一豊のために、賢妻と名高い妻・千代が結婚時より密

かに貯めていたお金で馬を買ったという話は、ドラマ

での設定当時の一豊の地位・俸禄の高さを考えると

少し不自然であると指摘されました。また、大河ドラ

マ「秀吉」で、豊臣秀吉が行った有名な「三日普請」清

州城の塀の修繕では、農民が競って石垣を作ってい

る場面があり、その当時の城郭研究における現在の

研究成果では、本来は土塀・土塁であるところを、迫

力がないという演出上の理由で石垣になったとのこ

とでした。このような例を上げられ、ドラマにおける

時代考証の難しさをお話しされました。

明智光秀の生涯について、「歴史は勝者が作ってき

た」という視点と、実は「敗者が作った真実」という視

点から、最近新たに発見された古文書などをあげて

説明されました。出生や生い立ちにまつわるお話で

は、最近注目を集めている近江多賀出生説などの最

新研究も取り上げられ、信長の正妻・濃姫との関係性

などや、信長に仕えるまでの諸説を説明されました。

信長との関係性においては、その活躍ぶりの他、明

智光秀の作った坂本城の天守は、信長の城・安土城建

設のテストケースであったのでは？という説など、信

長が如何に光秀を信用し評価していたかを述べられ、

秀吉などその他の武将の活躍なども含め、信長の適

材適所の人事術や先見性などもお話しされました。

明智光秀の人物像として、ずっと仕えてきた家臣

やその家族への配慮はもちろん、征服した地域の遺

臣や庶民への配慮、統治政策なども説明され、その内

面的な人間性を解き明かされました。

本能寺の変に関しては、現在取り上げられている

50もの説を5つの説に大別され、その上で各説の成

り立ちと、現在発見されている資料から見ることので

きる信憑性について、丁寧に説明されました。

小和田氏のお考えとしては、各説をそれぞれ取り

入れ、信長の暴走とそのような状況になったことへの

光秀自身の責任や信長との行き違いなどから、その

後の明確なビジョンもなく突発的に本能寺の変を起

こしたのではないか？と締めくくられました。

謀反人という固定的概念から、最近まで研究者は

もとより一般でもあまり深く研究されてこなかった

明智光秀について、新たな古文書の発見や既存の古

文書における再発見・解釈の再考など、深い研究がこ

こ最近増え、また、大河ドラマの効果もあり本能寺の

変の研究もさらに進むのではないかと期待を込めら

れてお話をされました。

今回はコロナ禍での講演会実施となり、受付をは

じめ様々な感染症対策を施したうえで開催しました。

入場定員もソーシャルディスタンスを保つために例

年よりかなり削減されました。わかりやすく、話題性

もあり、お話に引き込まれる内容でしたが、満席の状

況下でも講演を聞いていただけたのが例年より少人

数となったのが残念でした。

（報告者：㈱カナックス　本多）

「
戦
国
武
将
の
先
読
み
と
決
断
～
明
智
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秀
を
中
心
に
～
」講
演
会

令和3年2月13日（土）
会場／尾張ー宮駅前ビル（i-ビル）  7階
　　　シビックホール　
参加者／101名

講師
静岡大学名誉教授・
文学博士・歴史学者

小和田 哲男氏
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　去る令和3年2月16日、全国法人会総連合主催による令和3年税制セミナー

が開催された。毎年全国から400名を超える会員が出席して東京で開催される

セミナーであるが、 今年は新型コロナウイルス感染予防対策のため、ライブ配信によるWebセミナー方式で開催され、

税制委員会の塚本副委員長、土川副委員長、光松が法人会事務局で聴講した。 

　第一講座では、財務省大臣官房審議官の小野平八郎氏から令和2年12月21日に閣議決定された「令和3年度税制

改正の大綱」に基づき講演が行われた。 

　令和3年度税制改正（案）では、ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現を図るため、企業のデジタル

トランスフォーメーション及びカーボンニュートラルに向けた投資を促進する措置を創設するとともに、こうした投

資等を行う企業に対する繰越欠損金の控除上限の特例を設ける。また、中小企業の経営資源の集約化による事業再構

築等を促す措置を創設する。加えて、家計の暮らしと民需を下支えするため、固定資産税の評価替えへの対応、住宅

ローン控除の特例の延長等を行うとの説明がなされた。 

　第二講座では、慶応義塾大学経済学部教授 土居丈朗氏から「今後の税・社会保障のあり方について」と題して、「新

型コロナで露呈した医療体制の弱点」、「税収確保なくして医療の持続なし」、「コロナ収束後の財政健全化に向けた最

低限な財政規律について」などの講演がなされた。    　（報告者：税制委員長　光松 裕起）

令和3年２月16日（火）
会場／（公社）一宮法人会 事務局
　①第一講座
　　演　題：令和３年度税制改正について 
　　講　師：財務省大臣官房審議官　小野 平八郎氏
　②第二講座
　　演　題：今後の税・社会保障のあり方について
　　講　師：慶応義塾大学経済学部教授　土居 丈朗氏

令和3年 税 制 セ ミ ナ ー
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　公益社団法人 一宮法人会女性部会の第34回通常総会がi-ビル

シビックホールで開催されました。

　五藤部会長の挨拶に続き、同部会長を議長とし、第1号議案「令和2

年度事業報告並びに収支決算」第2号議案「役員選任に関する件」第3号議案「令和

3年度事業計画案、収支予算案」が可決されました。

　その後、モリリン㈱取締役相談役の森克彦様をお招きして、「私流の身
みだしなみ

嗜」とい

うテーマでご講演頂きました。アイビールックの学生時代、海外を飛び回ってい

た頃のスーツ姿の商社マン時代のお写真を拝見しながら、ファッションヘのこだ

わりやお人柄を知ることができました。2020年9月には、日本メンズファッショ

ン協会が主催する、新しい生活感性とアクティブな熟年世代の生き方をめざす著

名人に贈られる「グッドエイジャー賞」を受賞されました。このような賞を一宮法

人会の森様が受賞されたことに私たちも光栄に思います。ファッションにもお仕

事にも時代に左右されないぶれない信念を持ち続けてきたことが長い間日本のアパレル業界を牽引してきた所以

なのだと感銘を受けました。

　私達も揺るぎない信念と心の装いを育みながら、時代の感性に敏感であり続けたいと思います。

第34回 女性部会通常総会
女性部会

緊急事態宣言下であったことから、大日向署長、根来筆頭副署長、吉田法

人課税第一部門統括国税調査官の来賓としてのご出席はなかったものの、

新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえで第42回通常総会は開催

された。

第1号議案は令和2年度事業報告並びに収支決算報告、第2号議案として

青年部会規則一部改正案、第3号議案の役員改選では新井仁志氏から土川

正夫氏に部会長がバトンタッチされ、野田一郎氏、岡田真志氏、加藤寛之氏

が副部会長に就任された。第3号議案として令和3

年度事業計画案並びに収支予算案が上程され、いず

れも承認可決された。

議案審議のあと、卒業生並びに新入会員の紹介が

行われ、大日向署長より頂いた祝辞を佐々相談役が

代読した。そして、総会後には青年部会が健康経営

に取り組むことで財政健全化に貢献できることを認

識するために、青連協作成の「健康プロジェクト解

説映像」を放映し、総会を終了した。

令和3年5月14日（金）　会場／尾張一宮駅前ビル（i‐ビル）
参加者／28名

　緊急事態宣言下であったことから、大日向署長、根来筆頭副署長、吉田

法人課税第一部門統括国税調査官の来賓としてのご出席はなかったもの

の、第67回通常総会は新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえで

開催された。

　第１号議案として令和２年度事業報告並びに収支

決算報告、第２号議案の役員改選では三島啓一氏から

遠藤孝仁氏に部会長がバトンタッチされ、加藤豪氏、

光松裕起氏が副部会長に、塚本雅弘氏が監事に就任さ

れた。第3号議案として令和３年度事業計画案並びに

収支予算案が上程され、いずれも承認可決された。

　議案審議のあと、大日向署長より頂いた祝辞を遠藤

新部会長が代読し、14年間部会長を務められた三島

先生に花束を贈呈して、総会を終了した。

令和3年5月11日（火）
会場／尾張一宮駅前ビル（i‐ビル）　参加者／26名

第42回 青年部会通常総会
青年部会

　（報告者：女性部会常任理事　鈴木 正子）

第67回 税経部会通常総会
令和3年5月13日（木）　会場／尾張一宮駅前ビル（i‐ビル）　
参加者／21名

税経部会



租 税 教 室
地域社会貢献事業

講師派遣事業

１億円の重さを体験

令和2年度の租税教室派遣事業は新型コロナウィ

ルスの影響もあり、限られた学校しか開催することが

できませんでした。その限られた授業も講師側の体

制としては事務局側からの助言もありクラスの数の講

師だけでなく、学校に対し１名の待機要員を準備する

という異例なものでした。そこまでしなくても大丈夫

ではないかな？と甘く考えていましたが、直前で講師

予定者より、ひょっとすると濃厚接触者かもしれない、

と連絡があり、急遽待機要員の方に講師を要請致し

ました。結果としてはその方は濃厚接触者ではなかっ

たのですが、備えあれば憂いなしを実感致しました。

令和3年度においては、例年ですと主に年度末に

租税教室が開催されるのですが、新年度早々に租税

教室依頼があり、早い日程では5月開催もあったため

講師の選定に苦労をしました。事実講師側としても

新年度が始まり多忙な時期でもあり租税教室担当者

は仕事の日程が詰まりつつある中、何とか調整をつけ

てくれました。もう少し前もって日程がわかれば調整も

しやすいと感じております。

私自身は令和3年5月12日担当があったのですが、

なんとその当日に愛知県で緊急事態宣言が発令され

てしまいました。特に学校側から取りやめの連絡が

なかったので、とりあえず訪問をすると、校長先生か

らは、逆に断れたらどうしようと思っていました、と言

われました。感染防止対策の中授業をはじめると、マ

スクを着用していたためいつもより聞こえづらい授業

であったものの、児童さんたちの聞こうという姿勢も

伝わり、我々からの質問に対し挙手があり堂 と々した

答えがあり、時には質問がありと、いつもと変わらな

い授業風景でした。どんな世の中であろうとも学びを

やめないことや、できないことを探すよりやれることを

見つけていく大切さを再認識しました。

このコロナ禍において、租税教育推進協議会主催

の研修会も開くこともできず、また模擬授業も開催で

きないことから、講師不足となり講師経験者の方々に

はご多用の中重複をしてクラスを受け持っていただい

たことに関し改めて感謝申し上げます。

予防対策をしっかりすれば活動は可能です。素晴

らしい体験と新たな気づきがありますので是非たくさ

んの方が参加していただくことをお願い申し上げます。

（報告者：青年部会 副部会長　安井 祥人）

本年度の三部会合同の署長講演会は、コロナ禍での

開催ではございましたが大勢の会員の皆様にお集まり

いただき、大日向満治署長のご講演を共に興味深く拝

聴させて頂きました。

テ－マは「酒を醸す、人を育む。～酒造りと人材育成

について考える～」でした。

大日向署長は酒税関係にも従事され、日本酒につい

て専門的にお話になり、私たちは日本酒が世界に誇る

逸品であることを再認識致しました。

お酒の製造方法も熟知され、日本酒のみならず、ワ

インやビールの製造方法を比較しながら分かりやすく

ご説明頂きました。

そして興味深く頷きながらお聞きしたのは、各お酒

造りを人材育成に例えられたことです。ワイン造りは、

仕事が生活の中に入っているところから、世襲制の家

族経営が多い中小企業の社員育成。ビ－ル造りはその

工程から、即戦力として役に立つ中途採用の従業員を

雇い会社になじませる育成。日本酒は、その発酵の特

徴から、日本の新卒採用者の育成。「OJT の仕組みを

使い、天狗になる社員には温度を下げ自信のない社員

には温度を上げてあげる…。まさしく発酵の温度調節

のようです。」と例えられました。本当に的確な例えに、

いたく感心し勉強させて頂きました。また、人を育て

る署長らしいお言葉として、「親は子どもをどこでも

やっていけるように育てる。会社は預かった子を大切

に育てる。」が印象に残りました。

きっと、本日ご参加頂いた会員の皆様の中にも、こ

の署長の下なら子供や孫も税務職員にどうかしら…と

思われた方もいらっしゃるのではと思いました。

最後に、電子レンジによるお酒のおいしいお燗がで

きる署長手作りの紙コップ製のカンキャップをお土産

にいただきました。早速我が家で試してみると、なる

ほど美味しくお燗ができました。お忙しい中、心のこ

もったご講演をいただき感謝申し上げます。

今後とも、三部会とも租税教室をはじめとした税の

啓発活動に取り組んでまいります。ご指導の程宜しく

お願い申し上げます。　　

（報告者：女性部会 副部会長　大塚 えい子）

Ｒ2.11～
Ｒ3.7

令和3年1月25日（月）　 会場／尾張一宮駅前ビル（i-ビル）　 参加者／69名

一宮税務署長講演会
青年部会・女性部会・税務経理研究部会　三部会合同

テ－マ「酒を醸す、人を育む。～酒造りと人材育成について考える～」

講師派遣校数 12校
派遣講師数 29名
実施授業数 36回

講師派遣校数 16校
派遣講師数 31名
実施授業数 36回

令和2年度～令和3年度1学期　開催実績

令和2年度 令和3年度1学期
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税に関する
絵はがきコンクール

税に関する
絵はがきコンクール
第9回

優秀賞

第9回絵はがきコンクールには一宮市・稲沢市の小学校51校より2,487枚の応募をいただきました。

　  第9回

 税に関する コンクール絵 はがき

令和3年1月22日（金）
会場／一宮税理士会館会議室　

令和3年2月28日（日）
会場／尾張一宮駅前ビル（i-ビル）7階
　　　シビックホール

いちい信用金庫 おりづ支店 一宮税務署いちい信用金庫 稲沢支店

いちい信用金庫　駅西支店 いちい信用金庫 一宮支店

展示風景

一宮市立
葉栗北小学校
髙橋 優太朗 さん

稲沢市立
稲沢東小学校
丸田 百音 さん

一宮市立
奥小学校
山本 莉子 さん

稲沢市立
清水小学校
板井 柚衣花 さん

一宮市立
朝日東小学校
安藤 一志 さん

稲沢市立
清水小学校
加島 里桜 さん

最優秀賞
一宮市立今伊勢小学校
市川 愛芽 さん

稲沢市立稲沢西小学校
栗原 伶碧 さん

一宮法人会長賞一宮税務署長賞
一宮市立千秋東小学校
長谷川 碧 さん

絵はがき
入賞作品
審査会

絵はがき
コンクール
表彰式
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税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール第9回

一宮市立大和西小学校
舩橋 紫苑 さん

一宮市立開明小学校
今井 花音 さん

一宮市立向山小学校
東郷 伶香 さん

一宮市立西成小学校
白山 悳康 さん

一宮市立向山小学校
長井 笑麻 さん

一宮市立小信中島小学校
丹羽 胡々菜 さん

一宮市立今伊勢西小学校
林 愛織衣 さん

一宮市立中島小学校
萩中 杏梨 さん

29

一宮市立千秋小学校
小坂 怜愛 さん

一宮市立大和東小学校
志方 瑞華 さん

一宮市立奥小学校
曽 悠希 さん

一宮市立木曽川東小学校
辰己 令奈 さん

一宮市立今伊勢小学校
下島 寧々 さん

一宮市立大徳小学校
今枝 真歩子 さん

一宮市立千秋南小学校
井垣 美桜 さん

一宮市立起小学校
伊藤 瑞姫 さん

一宮市立末広小学校
青木 梓月 さん

一宮市立浅井南小学校
前田 莉彩 さん

一宮市立今伊勢小学校
早野 楓 さん

一宮市立瀬部小学校
原 苺果 さん

一宮市立千秋東小学校
古家 芽依 さん

一宮市立宮西小学校
藤本 結衣 さん

稲沢市立長岡小学校
阿部 恵莉奈 さん

一宮市立開明小学校
宮田 青空 さん

一宮市立丹陽小学校
吉田 未来 さん

一宮市立今伊勢小学校
山﨑 絢 さん

一宮市立今伊勢小学校
渡邉 彩 さん

一宮市立萩原小学校
遠島 歩佳 さん

一宮市立大和南小学校
加藤 心 さん

一宮市立葉栗小学校
大橋 こころ さん

一宮市立木曽川西小学校
甲斐 有菜 さん

一宮市立朝日西小学校
大坪 実優 さん

一宮市立貴船小学校
林 莉子 さん

一宮市立今伊勢西小学校
前田 華朋 さん

一宮市立向山小学校
松浦 綾音 さん

つむぐ　一宮法人会報  155号28

稲沢市立大里西小学校
伊藤 良夏 さん

稲沢市立小正小学校
天池 虹遥 さん

稲沢市立清水小学校
伊藤 采紋 さん

稲沢市立高御堂小学校
石本 紬 さん

稲沢市立稲沢東小学校
伊藤 美波 さん

稲沢市立稲沢東小学校
井上 菜結 さん

稲沢市立下津小学校
漆谷 歩花 さん

稲沢市立立稲沢西小学校
宇江 千宙 さん

稲沢市立稲沢東小学校
小野田 有那 さん

入  

選

稲沢市立丸甲小学校
蔭山 潤 さん



支部税務研修会

税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール第9回

［奥・神山・栄  3支部合同税務研修会］

テーマ：適格請求書等保存方式（インボイス制度）の概要について

令和3年8月20日（金）
会場／尾張一宮駅前ビル（ｉ-ビル）大会議室　参加者／32名

講　師：一宮税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官
吉田 貴子 様

つむぐ　一宮法人会報  155号30 つむぐ　一宮法人会報  155号 31

はじめまして新会員の紹介　R2.12～ R3.8　一宮法人会の新しいお仲間28社の皆さまです。（敬称略）

支　部 法人名 代表者名 業　種 紹介者名

本 町 合同会社SSK 西　　桂佑 飲食店

栄 株式会社松邦コーポレーション 笹野　和美 土木

神 山 株式会社ハイスタイル 廣田　領志 タイル・左官・外構

貴 船 株式会社ワイズホーム 山田　悦朗 不動産業

〃 株式会社protect the house 南　　聖一 建築業

〃 厨株式会社 西岡　克文 清掃業

向 山 株式会社エンター 武田　修一 アパレル関係物流加工 有限会社バリュークリエーション

〃 ティアラ株式会社 伊藤めぐみ ネイルサロン・スクール・美容商材販売

大 江 有限会社ニワ 丹羽　久信 白衣、衣料品の販売 みずしま急配株式会社

丹 陽 ステラリンク株式会社 筒井健一郎 介護 株式会社中村工業

〃 有本建設有限会社 有本　茂治 建築業

奥 株式会社匠建築 河口　幸満 建築請負一式　大工 時田毛織株式会社

萩 原 有限会社水谷興業 水 谷 博 志 建設業

西 成 山本管工有限会社 山本　文男 株式会社中村工業

〃 株式会社友縁機工 岩田　浩幸 機械器具設置工事業

〃 いちい信用金庫西成支店 小野　祐司 金融業 事務局

〃 株式会社サトウ 立松　和彦 食品卸

起 株式会社カンザキ板金工業 神崎　治男 建築板金業

大 徳 株式会社河江設備 河江　　功 空調、GAS、水道設備施工

〃 Kotaz株式会社 高橋　幸嗣 建設業

三条 シトロンヴェール株式会社 加藤　浩嗣 お菓子製造販売

開明 株式会社オーテック 松本　一茂 電気工事業

稲沢 田畑建設株式会社 田畑　一郎 建築業 ナザテック株式会社

〃 いちい信用金庫おりづ支店 工藤　功一 金融業 事務局

〃 イノコ株式会社 猪子　哲司 スポーツ器具の製造、施工

木曽川 株式会社東栄ハウス 櫻井福太郎 各種建物の管理及び保守、リフォーム工事の企画、設計、施工及び管理 尾西信用金庫　木曽川東支店

〃 株式会社ヴァンテージ 林　　知弘 自動車用品の販売

〃 サン・アール株式会社 岡山　　優 産業廃棄物中間処理業

支部のうごき　 Ｒ3.1～Ｒ3.8

支部役員会・役員総会
祖父江支部 １月29日（金）

西 成 支 部 ２月  ５日（金）

奥 支 部 ３月11日（木）

祖父江支部 ４月30日（金）

萩 原 支 部 ８月10日（火）

令和 3 年 3 月 　
公益社団法人 一宮法人会女性部会
公益財団法人 全国法人会総連合

国税庁
一宮市教育委員会・稲沢市教育委員会

稲沢市立領内小学校
前島 未來 さん

稲沢市立大塚小学校
西村 有生 さん

稲沢市立稲沢西小学校
服部 花奈 さん

稲沢市立稲沢東小学校
松田 梨愛 さん

稲沢市立三宅小学校
宮崎 優 さん

稲沢市立法立小学校
渡邊 花梨 さん

稲沢市立片原一色小学校
森本 鈴 さん

稲沢市立法立小学校
桐山 未羽那 さん

稲沢市立国分小学校
小出 琴巳 さん

稲沢市立六輪小学校
後藤 美羽 さん

稲沢市立下津小学校
田中 俐緒 さん

稲沢市立稲沢北小学校
祖父江 理菜 さん

稲沢市立坂田小学校
櫻井 幹己 さん

稲沢市立千代田小学校
近藤 冴映 さん

主催

後援

入  

選

稲沢市立牧川小学校
佐藤 遥 さん

稲沢市立大里東小学校
髙橋 そよ花 さん

稲沢市立山崎小学校
堀田 和沙 さん

稲沢市立稲沢北小学校
浅井 琳香 さん

稲沢市立三宅小学校
木村 葵実 さん
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令和3年5月21日（金）
会場／名古屋文理大学文化フォーラム  中ホール
参加者／15名

第46回 通常総会開催

公益社団法人一宮法人会第46回通常総会が5月21日（金）名古

屋文理大学文化フォーラム 中ホールにおいて、会長、副会長、専務

理事、常任理事、監事15名の参加により縮小して開催された。

当日は緊急事態宣言下であることから来賓の方々にはご臨席を

ご遠慮いただいた。通常総会は森会長のあいさつに続き、総会議事

に入り、議事録署名人の選任があり、令和2年度収支決算並びに監

査報告があり、いずれも承認可決された。

次に、今年は役員の改選期にあたり、永年にわたり会の発展にご

尽力を賜った森会長が勇退され、理事51名と監事3名も承認され

た。また、議事に続いて報告事項として令和2年度の事業報告と令

和3年度事業計画並びに収支予算の説明がなされた。

顕彰では、新規増強会員数の目標を達成した西成支部と祖父江支部が披露され、感謝状贈呈では、退任役員功

労者3名が披露され、当日出席の三島氏に感謝状が森会長から贈呈された。また、一宮税務署長感謝状贈呈者並

びに名古屋国税局長感謝状贈呈者が披露され、森会長に対し豊島副会長より愛知県法人会連合会会長感謝状が贈

呈された。議事終了後、大日向一宮税務署長から頂戴した祝辞を小柳専務理事が代読した。最後に、森会長が退

任のあいさつを述べられ、五藤女性部会長より花束の贈呈が行われ、総会は終了した。

なお、総会後の書面決議による理事会において、代表理事（会長）、業務執行理事（副会長、専務理事、常任理事）

の選任が行われ、豊島半七理事が新会長に就任された。
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a postscript by the editor編 集 後 記
◎署の定期人事異動により新任で今井署長様、篠田筆頭副署長様がご着任されました。また、吉田法人第一統括官

様が留任となりました。着任早々、お忙しいところインタビューありがとうございました。ご指導よろしくお願
いします。

◎通常総会では新会長に豊島様が就任されました。今後ともよろしくお願いします。同時にご退任されました
前会長の森様、永年ありがとうございました。総会後は法人会活動に功績のありました会員への表彰式があ
り受賞された皆様おめでとうございます。 

◎春の叙勲では、磯貝元伸様、和田彌一郎様２会員が旭日双光章を受けられました。心よりお祝い申し上げます。
　また、多数の会員の方々が全法連功労者表彰、県連会長表彰を受けられました。おめでとうございます。今

後とも会活動にご活躍を祈念いたします。
◎税務広報では、10月1日から登録受付が始まるインボイス制度についての情報が掲載されています。説明会

の日程表もありますので是非ご活用ください。
◎依然として続く新型コロナ禍により会活動も制約を受けておりますが感染対策など十分に気を使い事業を

行って参りました。事業の様子を掲載しておりますのでご一読ください。
◎この先ワクチン接種率が向上するとともに新規感染者数が減少し早く通常の生活に戻ることを願っており

ます。 《感謝T.K》 

入場無料

日 時： 令和4年2月5日（土）　14:00～15:30
場 所： 尾張一宮駅前ビル（i-ビル）  7階 シビックホール
定 員： 200名

「木久蔵流、コミュニケーション術」

「美濃路稲葉宿本陣跡ひろば」稲沢市小沢2丁目913

美濃路の宿場であった稲葉宿には、休泊施設として本陣、脇本陣や旅籠が置かれ、本陣は
寛永12年（1635年）に参勤交代の制が定められたことにより全国の宿駅に設置され、諸大
名のほか勅使、宮門跡、幕府役人、外国使節なども利用し、脇本陣は本陣の補助をしました。
稲葉の宿では、小沢村の原所次右衛門が本陣を、稲葉村の吉田又吉が脇本陣をつとめました。

また、「美濃路稲葉宿本陣跡ひろば」は、この本陣があった場所に街道観光の拠点施設とし
て、整備された歴史公園です。

表紙の解説

1975年（昭和50年）生まれ。東京都出身。
1995年林家木久蔵（初代）「現・木久扇」に入門。1996年前座入り、芸名「林家き
くお」となる。1999年二つ目昇進。2000年「笑点」若手大喜利MVP獲得。
2007年9月下席より真打ち昇進。二代目「林家木久蔵」襲名。2008年全国70ヶ
所以上にて「ダブル襲名公演」を開催。笑点、NHKラジオにも多数出演。また、
2007年教育評論社より木久扇との共著「がんばらない子育て」、2008年岩崎書
店より木久扇との共著「親馬鹿力のおかげです」を出版。
現在、東京新聞・水曜日朝刊にて、（大学対抗大喜利選手権）を連載中
古典落語を中心に演じ、また講演会では、コミュニケーション術・子育て・詐欺被
害などを多岐のテーマで活動しております。

文
化
講
演
会

落語家 

林
はやし

家
や

 木
き

久
く

蔵
ぞ う

氏

つむぐ　一宮法人会報  155号32



一宮法人会 検　索検　索一宮法人会ウェブサイト

一宮税務署長・副署長インタビュー
第46回通常総会
署長講演会
新任・留任関係係官の紹介
地域社会貢献事業
　女性部会　第9回  税に関する絵はがきコンクール

｜No.155｜
［ 2021.9 ］

公益社団法人  一宮法人会


